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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チューブと、
　前記チューブの第１端部に設けられ、内視鏡口金に接続される第１接続部と、
　前記チューブの第２端部に設けられ、送液装置に接続される第２接続部と、
　前記第１接続部及び前記第２接続部の少なくとも一方に配置され、
　外装、
　前記外装に設けられた露出孔、
　前記外装内に配置され、前記チューブに連通する流路、
　前記外装内に配置され、前記流路内圧が所定値以上になると前記外装表面方向に向けて
凸反り状態となり、前記流路内圧が所定値未満になっても前記凸反り状態で留まる可動部
、及び
　前記可動部に当たるように配置され、前記可動部が前記凸反り状態になることにより前
記露出孔から突出する目印、を含む送液指標と、
　前記目印をスライドさせて前記可動部を押すことで前記凸反り状態を解除する解除部と
、
　前記外装に設けられ、前記解除部が挿入される挿入路と、
　を含むことを特徴とする内視鏡接続チューブ。
【請求項２】
　前記可動部は、可撓性を有する板であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡接続
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チューブ。
【請求項３】
　前記目印は、基端が前記可動部に当たるように配置され、外周部から前記挿入路へ向け
て突出し、前記挿入路へ向かうに従って前記基端の方向へ傾斜するように形成したテーパ
部を有する、ことを特徴とする、請求項１に記載の内視鏡接続チューブ。
【請求項４】
　前記外装は、内周部を周回するように設けた保持部を有し、
　前記可動部は、前記保持部に周縁を保持される、
　ことを特徴とする、請求項１に記載の内視鏡接続チューブ。
【請求項５】
　前記送液指標は、
　前記挿入路と対向するように一端に位置されたつまみ、及び、他端に配置された爪を備
えた固定部、
　前記つまみと前記爪との間に配置されることで、前記つまみを前記外装に押し付けると
前記爪が前記外装から離れるように前記固定部を前記外装に接続する支持部、ならびに
　前記つまみに凸設され、前記つまみが前記外装に押し付けられることによって前記挿入
路から前記外装内に進入し、前記目印を前記可動部に向けてスライドさせて前記可動部を
押すことで前記凸反り状態を解除する前記解除部、を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡接続チューブ。
【請求項６】
　前記外装は、内周部の周壁の一部に形成された貫通孔の周囲に、凹状に形成された保持
部を有し、
　前記可動部は、前記保持部に周縁を保持される、
　ことを特徴とする、請求項１に記載の内視鏡接続チューブ。
【請求項７】
　前記外装は、外装本体とスライドロックを有し、
　前記スライドロックは、四角形筒状に形成されたケースと、前記ケースにスライド自在
に内挿され、前記外装本体の外周部に取り付けられたスライド板と、を有し、
　前記送液指標は、前記ケース内側から前記挿入路へ向けて突出し、かつ前記スライド板
のスライドによって前記挿入路に挿入できるように形成された前記解除部を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡接続チューブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡接続チューブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡は、被検体に挿入して使用された後、再使用に備え、内視鏡接続チューブ
によって内視鏡リプロセッサと接続され、再生処理される。内視鏡では、未処理のまま再
使用することがないように、再生処理済みであることを表示する技術がある。例えば、日
本国特開２００２－３６０５１５号公報には、内視鏡洗浄装置によって洗浄された後、洗
浄済みであることを示すデータを内視鏡洗浄装置から受信して表示器に表示する内視鏡が
開示される。
【０００３】
　しかし、従来の内視鏡は、電力を供給して回路を駆動しないと、再生処理済みであるこ
とを表示器に表示できない。
【０００４】
　そこで、本発明は、電力によらずに、内視鏡が再生処理済みであるか否かを示すことが
できる、内視鏡リプロセッサと内視鏡を接続する内視鏡接続チューブを提供することを目
的とする。
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【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様の内視鏡接続チューブは、チューブと、前記チューブの第１端部に設け
られ、内視鏡口金に接続される第１接続部と、前記チューブの第２端部に設けられ、送液
装置に接続される第２接続部と、前記第１接続部及び前記第２接続部の少なくとも一方に
配置され、外装、前記外装に設けられた露出孔、前記外装内に配置され、前記チューブに
連通する流路、前記外装内に配置され、前記流路内圧が所定値以上になると前記外装表面
方向に向けて凸反り状態となり、前記流路内圧が所定値未満になっても前記凸反り状態で
留まる可動部、及び前記可動部に当たるように配置され、前記可動部が前記凸反り状態に
なることにより前記露出孔から突出する目印、を含む送液指標と、前記目印をスライドさ
せて前記可動部を押すことで前記凸反り状態を解除する解除部と、前記外装に設けられ、
前記解除部が挿入される挿入路と、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡および内視鏡接続チューブの構成例を
説明するための説明図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの処理槽、内視鏡及び内
視鏡接続チューブの一例を示す図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第２接続部の内部構成
例を説明する説明図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第２接続部の内部構成
例を説明する説明図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第２接続部の内部構成
例を説明する説明図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第２接続部の内部構成
例を説明する説明図である。
【図７】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第１接続部の一例を示
す平面図である。
【図８】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第１接続部の一例を示
す側面図である。
【図９】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第１接続部の一例を示
す底面図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第１接続部の内部構
成例を説明する説明図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第１接続部の内部構
成例を説明する説明図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第１接続部の内部構
成例を説明する説明図である。
【図１３】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第１接続部の内部構
成例を説明する説明図である。
【図１４】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第１接続部の内部構
成例を説明する説明図である。
【図１５】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブの第１接続部の内部構
成例を説明する説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【０００８】
　（内視鏡１の構成）
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　内視鏡１の構成について、説明をする。
【０００９】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡１および内視鏡接続チューブ１１の
構成例を説明するための説明図である。
【００１０】
　図１に示すように、内視鏡１は、スコープコネクタ２と、スコープコネクタ２から延設
されるユニバーサルケーブル３と、ユニバーサルケーブル３に接続される操作部４と、操
作部４から延設される挿入部５と、を有する。
【００１１】
　スコープコネクタ２は、送気口金２ａ、２ｂと、送水口金２ｃと、吸引口金２ｄと、を
有する。
【００１２】
　送気口金２ａ、２ｂの各々は、送気管３ａを介し、操作部４に設けられた送気送水シリ
ンダ４ａｗと連通する。送気送水シリンダ４ａｗは、送気管５ａを介し、挿入部５の先端
部に設けられた送気送水ノズル５ｎと連通する。
【００１３】
　送水口金２ｃも、送水管３ｗを介し、送気送水シリンダ４ａｗと連通する。送気送水シ
リンダ４ａｗは、送水管５ｗにも連通する。送水管５ｗは、挿入部５内において送気管５
ａと接続され、送気送水ノズル５ｎと連通する。
【００１４】
　吸引口金２ｄは、吸引管３ｓを介し、操作部４に設けられた吸引シリンダ４ｓと連通す
る。吸引シリンダ４ｓは、吸引管５ｓを介し、挿入部５の先端部に設けられた先端開口５
ｐと連通する。
【００１５】
　操作部４の近傍には、処置具挿通管５ｔの口金Ｃｅが設けられる。処置具挿通管５ｔは
、吸引管５ｓに接続され、先端開口５ｐと連通する。
【００１６】
　送気送水シリンダ４ａｗは、図示しない送気送水ボタンをセットできるように構成され
る。送気送水シリンダ４ａｗは、送気送水ボタンの進退位置に応じ、送気管３ａ、５ａの
連通又は連通解除を行い、また、送水管３ｗ、５ｗの連通又は連通解除を行う。送気送水
シリンダ４ａｗには、口金Ｃａｗが設けられる。
【００１７】
　吸引シリンダ４ｓは、図示しない吸引ボタンをセットできるように構成される。吸引シ
リンダ４ｓは、吸引ボタンの進退位置に応じ、吸引管３ｓ、５ｓの連通又は連通解除を行
う。吸引シリンダ４ｓには、口金Ｃｓが設けられる。
【００１８】
　なお、内視鏡１には、図示しない湾曲部が、挿入部５の先端部に設けられ、湾曲部の湾
曲操作のための湾曲ノブ、撮影のためのレリーズボタン等が、操作部４に設けられるが、
ここでは、図示せず、説明も省略する。
【００１９】
　（内視鏡リプロセッサ６の構成）
　図２は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ６の処理槽６ａ、内視
鏡１及び内視鏡接続チューブ１１の一例を示す図である。図３は、本発明の第１の実施形
態に係わる、内視鏡接続チューブ１１の第２接続部３１の内部構成例を説明する説明図で
ある。図３では、外装３２の軸方向に切断した切断面が表される。
【００２０】
　内視鏡リプロセッサ６は、汚染された内視鏡１、及び、内視鏡１の部品又は付属品等の
再生処理を行う装置である。ここでいう再生処理とは、特に限定されるものではなく、水
によるすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効化する消毒、全ての微
生物を排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これらの組み合わせのいずれであっても
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よい。付属品は、特に限定されず、例えば、使用時に内視鏡１に装着されて再生処理時に
内視鏡１から取り外される吸引ボタン、送気送水ボタン、または内視鏡１の先端部を覆う
先端カバーなどが挙げられる。
【００２１】
　内視鏡リプロセッサ６は、内視鏡１を配置する処理槽６ａを有する。処理槽６ａには、
処理槽コネクタＫａ、Ｋｂが設けられる。
【００２２】
　処理槽コネクタＫａ、Ｋｂは、内視鏡接続チューブ１１によって内視鏡１と接続され、
内視鏡１の管路に流体を供給する。
【００２３】
　すなわち、内視鏡リプロセッサ６は、内視鏡１に液体を送る送液装置である。
【００２４】
　図２の例では、２本の内視鏡接続チューブ１１が用いられ、一方の内視鏡接続チューブ
１１ａが処理槽コネクタＫａと口金Ｃａｗを接続し、他方の内視鏡接続チューブ１１ｂが
処理槽コネクタＫｂと口金Ｃｅを接続する。なお、図示は省略するが、内視鏡リプロセッ
サ６は、処理槽コネクタＫｎをさらに有し、複数の内視鏡と接続されても構わない。以下
、処理槽コネクタＫａ、Ｋｂ、Ｋｎのいずれか１つ、又は、全てを示すときには、処理槽
コネクタＫといいい、内視鏡接続チューブ１１ａ、１１ｂのいずれか１つ、又は、全てを
示すときには、内視鏡接続チューブ１１という。
【００２５】
　図３に示すように、処理槽コネクタＫは、処理槽６ａの壁板６ｂに設けられる。処理槽
コネクタＫは、基部７、弁体８、胴部９、を有する。
【００２６】
　基部７は、筒状に形成され、壁板６ｂに取り付けられる。基部７は、外周部に、鍔状に
形成された押さえ部７ａと、螺状部７ｂとを有する。基部７は、押さえ部７ａが処理槽６
ａ内に配置され、かつ螺状部７ｂが内視鏡リプロセッサ６の装置本体内に配置されるよう
に、壁板６ｂに挿通される。押さえ部７ａと壁板６ｂの間には、パッキン７ｃが配置され
る。螺状部７ｂは、ナット７ｄによって壁板６ｂに締め付けられる。基部７の内周部には
、圧縮バネ７ｅの基端が、取り付けられる。基部７は、内視鏡リプロセッサ６の図示しな
い流体供給部と接続される。
【００２７】
　弁体８は、圧縮バネ７ｅの先端に取り付けられる。弁体８は、柱状に形成され、圧縮バ
ネ７ｅによって押し出す方向へ付勢される。弁体８の外周部には、胴部９の内周部に押し
当たるＯリング８ａが設けられる。
【００２８】
　胴部９は、筒状に形成され、基部７に外嵌めされる。基部７に外嵌めされると、胴部９
と基部７は連通する。胴部９は、外周部に、鍔状の掛け部９ａを有する。胴部９の基端に
は、パッキン９ｂが設けられる。胴部９の先端部の外周部には、Ｏリング９ｃが設けられ
る。
【００２９】
　内視鏡リプロセッサ６には、処理槽コネクタＫ以外にも、例えば、日本国実用新案登録
第３２０５３２１号公報に示されるような、内視鏡１を再生処理するための各部が設けら
れるが、ここでは、図示せず、説明も省略する。
【００３０】
　（内視鏡接続チューブ１１の構成）
　内視鏡接続チューブ１１の構成について、説明をする。
【００３１】
　内視鏡接続チューブ１１は、内視鏡１と内視鏡リプロセッサ６を接続し、内視鏡リプロ
セッサ６から内視鏡１に流体を供給できるように構成される。内視鏡接続チューブ１１は
、チューブ１２、第１接続部２１及び第２接続部３１を有する（図２）。より具体的には
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、内視鏡接続チューブ１１ａは、チューブ１２ａ、第１接続部２１ａ及び第２接続部３１
ａを有する。また、内視鏡接続チューブ１１ｂは、チューブ１２ｂ、第１接続部２１ｂ及
び第２接続部３１ｂを有する。以下、チューブ１２ａ、１２ｂのいずれか１つ、又は、全
てを示すときには、チューブ１２といい、第１接続部２１ａ、２１ｂのいずれか１つ、又
は、全てを示すときには、第１接続部２１といい、第２接続部３１ａ、３１ｂのいずれか
１つ、又は、全てを示すときには、第２接続部３１という。
【００３２】
　チューブ１２は、例えば、樹脂又はゴム等を材質とし、細長状に形成される。
【００３３】
　第１接続部２１ａは、口金Ｃａｗと接続される。第１接続部２１ｂは、口金Ｃｅと接続
される。すなわち、第１接続部２１は、チューブ１２の第１端部に設けられ、内視鏡口金
に接続される。
【００３４】
　第２接続部３１ａは、処理槽コネクタＫａと接続される。第２接続部３１ｂは、処理槽
コネクタＫｂと接続される。すなわち、第２接続部３１は、チューブ１２の第２端部に設
けられ、内視鏡リプロセッサ６の処理槽コネクタＫと接続される。第２接続部３１は、外
装３２、流路３３、可動部３４及び送液指標３５を有する。すなわち、第２接続部３１は
、チューブ１２の第２端部に設けられ、送液装置に接続される。
【００３５】
　外装３２は、処理槽コネクタＫに外嵌めできるように、有頭筒状に形成される。外装３
２は、例えば、樹脂等によって構成される。外装３２は、露出孔３２ａ、挿入路３２ｂ、
取付口３２ｃ、吐出口３２ｄ、押込み棒３２ｅ及び保持部３２ｆを有する。
【００３６】
　露出孔３２ａは、外装３２の先端部に設けられ、送液指標３５を露出させることができ
るように形成される。
【００３７】
　挿入路３２ｂは、外装３２の先端側の外周部に設けられ、外側から、送液指標３５の解
除部３５ｆが挿入される。
【００３８】
　取付口３２ｃは、処理槽コネクタＫに外嵌めして取り付けることができるように、外装
３２の基端部に設けられる。
【００３９】
　吐出口３２ｄは、外装３２の外周部に設けられ、チューブ１２に内嵌めされる。吐出口
３２ｄは、外周部に滑り止め突起を有し、チューブ１２の脱落を防止する。
【００４０】
　押込み棒３２ｅは、弁体８を処理槽コネクタＫの内部へ押し込むことができるように、
外装３２内に設けられ、奥側から取付口３２ｃへ向けて突出するように形成される。
【００４１】
　保持部３２ｆは、可動部３４を保持することができるように構成される。保持部３２ｆ
は、外装３２の内周部を周回するように設けられ、溝状に形成される。
【００４２】
　流路３３は、外装３２の内部に配置され、取付口３２ｃと吐出口３２ｄを連通させる。
すなわち、流路３３は、外装３２内に配置され、チューブ１２に連通する。
【００４３】
　可動部３４は、ゴム又はエラストマ等の変形可能な部材によって構成される。例えば、
可動部３４は、丸面状に形成された板である。より具体的には、可動部３４は、球面体の
一部を平面によって切り取るように曲面状に形成された膜体である。可動部３４は、凸状
に形成された第１面と、凹状に形成された第２面とを有する。
【００４４】
　すなわち、可動部３４は、可撓性を有する板である。
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【００４５】
　可動部３４は、保持部３２ｆによって周縁を保持される。
【００４６】
　可動部３４は、第１面が流路３３へ向くように、かつ第２面が送液指標３５へ向くよう
に配置される。可動部３４は、流体の圧力によって第１面が押し込まれると、第１面が凹
状、かつ第２面が凸状になるように変形し、変形状態を維持する。変形状態において、送
液指標３５によって第２面が押し込まれると、可動部３４は、第１面が凸状、かつ第２面
が凹状になるように、復元する。
【００４７】
　すなわち、可動部３４は、外装３２内に配置され、流路３３内圧が所定値以上になると
外装３２表面方向に向けて凸反り状態となり、流路３３内圧が所定値未満になっても凸反
り状態で留まるように構成される。
【００４８】
　送液指標３５は、送液済みであるか否かをユーザに示すことができるように構成される
。送液指標３５は、例えば、樹脂又は金属等によって構成される。送液指標３５は、目印
３５ａ、当て部３５ｂ、受け部３５ｃ、固定部３５ｄ、支持部３５ｅ、解除部３５ｆを有
する。
【００４９】
　目印３５ａは、ユーザによって目視できるように構成され、送液する前に押込み状態に
され、送液によって突出状態にされる。目印３５ａは、例えば、柱状に形成され、露出孔
３２ａに挿通される。
【００５０】
　すなわち、目印３５ａは、可動部３４に当たるように配置され、可動部３４が凸反り状
態になることにより露出孔３２ａから突出する。
【００５１】
　当て部３５ｂは、目印３５ａの基端に設けられ、可動部３４に当たるように配置される
。当て部３５ｂは、丸面状に形成される。
【００５２】
　受け部３５ｃは、目印３５ａの外周部から挿入路３２ｂへ向けて突出するように形成さ
れる。受け部３５ｃは、挿入路３２ｂへ向かうに従って当て部３５ｂ方向へ傾斜するテー
パ部３５ｃ１を有する。
【００５３】
　すなわち、目印３５ａは、基端が可動部３４に当たるように配置され、外周部から挿入
路３２ｂへ向けて突出し、挿入路３２ｂへ向かうに従って基端の方向へ傾斜するように形
成したテーパ部３５ｃ１を有する。
【００５４】
　固定部３５ｄは、第２接続部３１を処理槽コネクタＫに固定できるように構成される。
固定部３５ｄは、つまみ３５ｄ１と爪３５ｄ２を有する。つまみ３５ｄ１は、ユーザの手
指によってつまみやすいように、先端側に配置される。爪３５ｄ２は、掛け部９ａに掛け
ることができるように、基端側に配置される。すなわち、固定部３５ｄは、挿入路３２ｂ
と対向するように一端に位置されたつまみ３５ｄ１、及び、他端に配置された爪３５ｄ２
を備える。
【００５５】
　支持部３５ｅは、外装３２の外周部から凸設され、固定部３５ｄのつまみ３５ｄ１と爪
３５ｄ２の間を支持する。支持部３５ｅは、つまみ３５ｄ１と爪３５ｄ２との間に配置さ
れることで、つまみ３５ｄ１を外装３２に押し付けると爪３５ｄ２が外装３２から離れる
ように固定部３５ｄを外装３２に接続する。
【００５６】
　解除部３５ｆは、目印３５ａが露出孔３２ａから突出した突出状態を解除することがで
きるように構成される。解除部３５ｆは、つまみ３５ｄ１から挿入路３２ｂへ向けて突出
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するように形成され、つまみ３５ｄ１の押し付けによって挿入路３２ｂに挿入される。解
除部３５ｆは、受け部３５ｃに沿うように、先端部をテーパ状に形成しても構わない。
【００５７】
　すなわち、解除部３５ｆは、つまみ３５ｄ１に凸設され、つまみ３５ｄ１が外装３２に
押し付けられることによって挿入路３２ｂから外装３２内に進入し、目印３５ａを可動部
３４に向けてスライドさせて可動部３４を押すことで凸反り状態を解除する。
【００５８】
　（内視鏡接続チューブ１１の作用）
　続いて、本実施形態の内視鏡接続チューブ１１の作用について、説明をする。
【００５９】
　図４から図６は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブ１１の第２接
続部３１の内部構成例を説明する説明図である。図４から図６では、外装３２の軸方向に
切断した切断面が表される。
【００６０】
　目印３５ａの先端に手指を押し当て、目印３５ａを押し込むとともに、第２接続部３１
を処理槽コネクタＫに外嵌めすると、目印３５ａは、押込み状態にされる。また、可動部
３４では、当て部３５ｂによって第１面が凸状、かつ第２面が凹状にされる。なお、目印
３５ａは、つまみ３５ｄ１を手指でつまむことによって解除部３５ｆを挿入路３２ｂに挿
入し、押込み状態にされても構わない。
【００６１】
　図４に示すように、第２接続部３１が処理槽コネクタＫに外嵌めされると、圧縮バネ７
ｅに抗して押込み棒３２ｅが弁体８を押し込み、また、Ｏリング９ｃが第２接続部３１の
内周部に当たり、処理槽コネクタＫの内部と流路３３は、水密状態で連通する。爪３５ｄ
２が掛け部９ａに掛けられると、第２接続部３１は、処理槽コネクタＫに固定される。
【００６２】
　図５に示すように、内視鏡リプロセッサ６の流体供給部を駆動すると、処理槽コネクタ
Ｋから流路３３を介し、チューブ１２に流体が供給される。
【００６３】
　内視鏡接続チューブ１１を介して口金Ｃａｗ、口金Ｃｅに供給された流体は、送気管３
ａ、送水管３ｗ、送気管５ａ、送水管５ｗ、処置具挿通管５ｔ、吸引管５ｓ、吸引管３ｓ
を介して処理槽６ａに排出される。
【００６４】
　流路３３内圧が所定値以上になると、可動部３４は、流体から受ける力により、第１面
が凹状、かつ第２面が凸状である変形状態になる。すると、可動部３４は、当て部３５ｂ
を押し、目印３５ａを突出状態にする。流路３３内圧が所定値未満になっても、可動部３
４の変形状態及び目印３５ａの突出状態は維持される。
【００６５】
　図６に示すように、ユーザが手指によってつまみ３５ｄ１を外装３２に押し付けると、
爪３５ｄ２が掛け部９ａから外れるとともに、解除部３５ｆが挿入路３２ｂに挿入される
。解除部３５ｆは、テーパ部３５ｃ１に当たり、目印３５ａを可動部３４へ向けてスライ
ドさせる。すると、目印３５ａは、解除部３５ｆによって押込み状態にされる。目印３５
ａの移動によって当て部３５ｂが可動部３４に当たると、可動部３４は、流路３３側の第
１面が凸状になる。
【００６６】
　これにより、内視鏡リプロセッサ６の電源が切られた後でも、再生処理済みであること
を示す目印３５ａの突出状態が維持され、かつ、内視鏡接続チューブ１１の着脱時により
確実に目印３５ａが未洗浄であることを示す押込み状態にされる。
【００６７】
　上述の実施形態によれば、内視鏡接続チューブ１１は、電力によらずに、目印３５ａに
よって内視鏡１が再生処理済みであるか否かを示すことができる。
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【００６８】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態では、第２接続部３１に送液指標３５が設けられるが、第１接続部４１
に送液指標４５が設けられても構わない。
【００６９】
　図７から図９は、本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブ１１の第１接
続部４１の一例を示す図である。図７が平面図であり、図８が側面図であり、図９が底面
図である。図１０及び図１１は、本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブ
１１の第１接続部４１の内部構成例を説明する説明図である。図１０では、外装本体Ｅ１
の軸方向に直交する方向に切断した切断部の端面が表される。図１１では、外装本体Ｅ１
及び口金Ｃａｗの軸方向に切断した切断部の端面が表される。本実施形態の説明では、第
１の実施形態と同じ構成は、説明を省略する。
【００７０】
　内視鏡接続チューブ１１は、第１接続部４１を有する。
【００７１】
　第１接続部４１は、チューブ１２の一方の端部である第１端部に設けられ、口金Ｃａｗ
と接続される。第１接続部４１は、外装４２、流路４３、可動部４４及び送液指標４５を
有する。
【００７２】
　図７から図９に示すように、外装４２は、外装本体Ｅ１とスライドロックＬを有する。
【００７３】
　図１０及び図１１に示すように、外装本体Ｅ１は、樹脂又は金属を材質によって筒状に
形成され、外周の一部を広げるように形成した基台Ｅ１ａを有する。
【００７４】
　スライドロックＬは、例えば、樹脂又は金属等を材質とし、外装本体Ｅ１を口金Ｃａｗ
に取り付けることができるように構成される。スライドロックＬは、ケースＬ１とスライ
ド板Ｌ２を有する。
【００７５】
　ケースＬ１は、四角形筒状に形成される。ケースＬ１には、互いに対向するようにガイ
ド溝Ｌ１ａ、Ｌ１ｂが設けられる。
【００７６】
　スライド板Ｌ２は、板状に形成され、外装本体Ｅ１の外周部に取り付けられる。スライ
ド板Ｌ２は、スライド自在に、ケースＬ１に内挿される。スライド板Ｌ２と基台Ｅ１ａの
間には、圧縮バネＳ１が設けられる。基台Ｅ１ａは、圧縮バネＳ１によって、スライド板
Ｌ２と離間する方向に付勢される。
【００７７】
　スライド板Ｌ２には、外装本体Ｅ１の他、口金Ｃｓに取り付けるための柱体Ｅ２も設け
られる。柱体Ｅ２の外周部には、圧縮バネＳ２によってスライド板Ｌ２と離間する方向へ
付勢される板部材Ｅ２ａが設けられる。
【００７８】
　外装４２は、外装本体Ｅ１とスライドロックＬの他、露出孔４２ａ、挿入路４２ｂ、取
付口４２ｃ、吐出口４２ｄ及び保持部４２ｆを有する。
【００７９】
　露出孔４２ａは、スライドロックＬの壁部に設けられ、送液指標４５を露出させること
ができるように形成される。
【００８０】
　挿入路４２ｂは、基台Ｅ１ａの外周部に設けられ、解除部４５ｆが外側から挿入される
。
【００８１】
　取付口４２ｃは、外装本体Ｅ１をＬ字状に屈曲させ、外装本体Ｅ１と交差する方向に設
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けられる。取付口４２ｃの外周部には、図示しない滑り止め突起が設けられる。取付口４
２ｃは、チューブ１２に内挿される。図７及び図８に示すように、取付口４２ｃがチュー
ブ１２に内挿された後、チューブ１２の抜け止めとして、リング状に形成されたチューブ
止め４２ｃ１がチューブ１２に外嵌めされる。
【００８２】
　吐出口４２ｄは、口金Ｃａｗに内挿できるように、筒状に形成される。
【００８３】
　保持部４２ｆは、可動部４４を保持することができるように構成される。保持部４２ｆ
は、外装本体Ｅ１の内周部の周壁に形成された貫通孔の周囲に、凹状に形成される。
【００８４】
　流路４３は、外装本体Ｅ１の内部に配置され、取付口４２ｃと吐出口４２ｄを連通させ
る。すなわち、流路４３は、外装４２内に配置され、チューブ１２に連通する。
【００８５】
　可動部４４は、周縁部が保持部４２ｆに保持される。より具体的には、可動部４４は、
保持部４２ｆに、接着剤によって取り付けられる。なお、本実施形態では、可動部４４は
、接着剤によって取り付けられるが、接着以外の方法によって取り付けられても構わない
。例えば、可動部４４は、保持部４２ｆに嵌め込まれる嵌込部材によって保持されても構
わないし、保持部４２ｆに螺合される螺合部材によって保持されても構わない。
【００８６】
　送液指標４５は、送液したか否かをユーザに示すことができるように構成される。送液
指標４５は、目印４５ａ、当て部４５ｂ、受け部４５ｃ、解除部４５ｆを有する。
【００８７】
　目印４５ａは、例えば、柱状に形成され、露出孔４２ａに挿通され、可動部４４に当た
るように配置される。すなわち、目印４５ａは、可動部４４に当たるように配置され、可
動部４４が凸反り状態になることにより露出孔４２ａから突出する。
【００８８】
　当て部４５ｂは、可動部４４に当たるように構成される。当て部４５ｂは、目印４５ａ
の基端に設けられる。
【００８９】
　受け部４５ｃは、スライド板Ｌ２を引き出した際に、解除部４５ｆに当たる位置に設け
られる。受け部４５ｃは、目印４５ａの外周部から挿入路４２ｂへ向けて突出するように
形成される。受け部４５ｃは、挿入路４２ｂへ向かうに従って当て部４５ｂ方向へ傾斜す
るテーパ部４５ｃ１を有する。すなわち、目印４５ａは、基端が可動部４４に当たるよう
に配置され、外周部から挿入路４２ｂへ向けて突出し、挿入路４２ｂへ向かうに従って基
端の方向へ傾斜するテーパ部４５ｃ１を有する。
【００９０】
　解除部４５ｆは、目印４５ａが露出孔４２ａから突出した突出状態を解除することがで
きるように構成される。解除部４５ｆは、ケースＬ１内側から挿入路４２ｂへ向けて突出
し、かつスライド板Ｌ２のスライドによって挿入路４２ｂに挿入できるように形成される
。
【００９１】
　本実施形態の内視鏡接続チューブ１１の作用について、説明をする。
【００９２】
　図１２から図１５は、本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡接続チューブ１１の第
１接続部４１の内部構成例を説明する説明図である。図１２、図１４では、外装本体Ｅ１
の軸方向に直交する方向に切断した切断面が表される。図１３、図１５では、外装本体Ｅ
１及び口金Ｃａｗの軸方向に切断した切断面が表される。
【００９３】
　ユーザが、スライド板Ｌ２を引き出すと、外装本体Ｅ１とともに挿入路４２ｂが引出方
向Ｐｏへ向かって移動し、解除部４５ｆがテーパ部４５ｃ１に当たり、目印４５ａが可動
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部４４へ向けてスライドし、目印４５ａは、押込み状態になる（図１０）。また、当て部
４５ｂが可動部４４に押し当たり、可動部４４は、流路４３側の第１面が凸状になる（図
１１）。スライド板Ｌ２が引き出されると、吐出口４２ｄは、ケースＬ１外に出る。
【００９４】
　続いて、ユーザは、吐出口４２ｄを口金Ｃａｗに内挿し、また、柱体Ｅ２を口金Ｃｓに
内挿し、口金ＣａｗのフランジＦがケースＬ１内に入るように、圧縮バネＳ１、Ｓ２に抗
し、ケースＬ１を内視鏡１に押し当てる。続いて、スライド板Ｌ２が収容されるように、
ケースＬ１をスライドさせると、外装本体Ｅ１は、収容方向Ｐｉへ向かって移動する（図
１２）。すると、基台Ｅ１ａがケースＬ１内に向かって収容される方向に移動し、ガイド
溝Ｌ１ｂの縁部がフランジＦと互いに重なるように配置され、ケースＬ１がフランジＦに
係止され、外装４２は、口金Ｃａｗに取り付けられる（図１３）。
【００９５】
　なお、ユーザは、目印４５ａの先端に手指を押し当て、目印４５ａを押し込むとともに
、手指によってケースＬ１を把持し、外装４２を、口金Ｃａｗに取り付けても構わない。
【００９６】
　内視鏡リプロセッサ６の流体供給部を駆動すると、チューブ１２から流路４３を介し、
口金Ｃａｗ内に流体が供給される。流路４３内圧が所定値以上になると、可動部４４は、
流体から受ける力により、第１面が凹状、かつ第２面が凸状である変形状態になり、目印
４５ａを突出状態にする（図１４及び図１５）。
【００９７】
　再生処理が終了した後、スライド板Ｌ２を引出方向Ｐｏへ引き出すと、解除部４５ｆが
目印４５ａを可動部４４へ向けてスライドさせ、目印４５ａを押込み状態にする（図１０
）。
【００９８】
　すなわち、解除部４５ｆは、ケースＬ１の内側に凸設され、スライド板Ｌ２を引き出す
ことによって挿入路４２ｂに進入し、目印４５ａを可動部４４に向けてスライドさせて可
動部４４を押すことで凸反り状態を解除する。
【００９９】
　第２接続部３１は、チューブ１２の一方の端部である第２端部に設けられ、処理槽コネ
クタＫと接続される。本実施形態の第２接続部３１は、可動部３４及び目印３５ａを有し
ない。
【０１００】
　上述の実施形態によれば、内視鏡接続チューブ１１は、電力によらずに、目印４５ａに
よって内視鏡１が再生処理済みであるか否かを示すことができる。
【０１０１】
　なお、実施形態では、送液指標３５、４５は、第１接続部又は第２接続部のいずれか一
方に配置されるが、送液指標３５、４５は、第１接続部及び第２接続部の少なくとも一方
に配置されればよい。例えば、第１接続部及び第２接続部の両方に、送液指標３５、４５
が配置されても構わない。
【０１０２】
　なお、実施形態では、チューブ１２は、第１端部及び第２端部を有するが、中途で分岐
し、第１接続部２１、４１又は第２接続部３１と接続される第３端部を有しても構わない
。
【０１０３】
　なお、第１の実施形態では、つまみ３５ｄ１が１つ設けられた例を説明したが、つまみ
３５ｄ１は、ユーザが手指によって持ちやすいように、２つ設けられても構わない。
【０１０４】
　なお、実施形態では、可動部３４は、周縁部が外装３２の内周部に形成された溝によっ
て挟持されるが、吐出口３２ｄから吐出する流体の圧力を調整し、周縁部の一部が内周部
に保持されるように設けても構わない。例えば、可動部３４は、細長板を内周部の中央又
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は片側に配置することによって構成しても構わない。
【０１０５】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【０１０６】
　本発明によれば、電力によらずに、内視鏡が再生処理済みであるか否かを示すことがで
きる、内視鏡リプロセッサと内視鏡を接続する内視鏡接続チューブを提供することができ
る。
【０１０７】
　本出願は、２０１７年５月１日に日本国に出願された特願２０１７－９１２２１号を優
先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範囲
に引用されるものとする。
【要約】
　内視鏡接続チューブ１１は、チューブ１２と、内視鏡口金に接続される第１接続部２１
と、送液装置に接続される第２接続部３１と、第１接続部２１及び第２接続部３１の少な
くとも一方に配置され、露出孔３２ａ及び挿入路３２ｂを含む外装３２、流路３３、流路
内圧が所定値以上になると外装表面方向に向けて凸反り状態となり、流路内圧が所定値未
満になっても凸反り状態で留まる可動部３４、可動部３４が凸反り状態になることにより
露出孔３２ａから突出する目印３５ａを含む送液指標３５と、を含む。

【図１】 【図２】
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